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１．採用医薬品＜3 月薬事委員会における採用＞ 

  2023 年 3 月 29 日（水）より処方して下さい。 

① エディロール錠 0.75μg ---------------------------------------------１ 

２．採用取り消し医薬品 ------------------------------------------------------１ 

３．後発医薬品の変更について ------------------------------------------------２ 

４．限定採用薬に関する医薬品情報の提供 --------------------------------------２ 

５．適応追加 ----------------------------------------------------------------３ 

６．医薬品添付文書の改訂（2023 年 3 月, DSU No.315）---------------------------３ 

７．医薬品・医療機器等安全性情報（2023 年 3 月, No.399） ---------------------６ 

８．医療安全情報（2023 年 3 月,No.196） 

【2022 年に提供した医療安全情報】-----------------------------------------７ 

９．使用期限間近の医薬品リスト ---------------------------------------------９ 

10．医薬品情報 吸入薬の補助器具について ----------------------------------１０ 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先：独立行政法人地域医療機能推進機構 九州病院 

      薬剤部 医薬品情報管理室 内線２７２５ 
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骨粗鬆症治療剤（活性型ビタミン D3 製剤）  

エディロール錠 0.75μg  

EDIROL Tablets 0.75μg  

       （東和薬品） 

 

一 般 名    エルデカルシトール 

 

効能・効果   骨粗鬆症 

＜効能又は効果に関連する注意＞ 

本剤の適用にあたっては、日本骨代謝学会の診断基準等を参考に、骨粗鬆症との診断

が確定している患者を対象とすること。    

 

用法・用量   通常、成人にはエルデカルシトールとして1日 1回 0.75μgを経口投与する。ただし、 

症状により適宜 1 日 1 回 0.5μg に減量する。    

＜用法及び用量に関連する注意＞ 

血清カルシウム値を定期的に測定し、高カルシウム血症を起こした場合には、直ちに 

休薬すること。休薬後は、血清カルシウム値が正常域まで回復した後に、1 日 1 回 

0.5μg で投与を再開すること。なお、本剤 1 日 1 回 0.5μg 投与による骨折予防効果 

は確立していないため、漫然と投与を継続せず、患者の状態に応じ、1日 1回 0.75μg 

への増量又は他剤による治療への変更を考慮すること。 

 

禁 忌     （次の患者には投与しないこと） 

 妊婦、妊娠している可能性のある女性又は授乳婦 

 

重大な副作用  1. 高カルシウム血症（1.5%） 

2. 急性腎障害（頻度不明） 

血清カルシウム上昇を伴った急性腎障害があらわれることがある。 

3. 尿路結石（0.9%） 

 

 

 

 

 

２．採用取り消し医薬品 
(1) エルデカルシトールカプセル 0.75μg「トーワ」 

[エディロール錠 0.75μg 採用に伴い] 

 

薬価収載日   2022年12月9日 

薬      価 56.90円 
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３．後発医薬品の変更について  

先発医薬品 後発医薬品 

5−FU 注 250mg       

（協和キリン） 

薬価：252.00 円 

フルオロウラシル注 250mg「トーワ」 

（東和薬品） 

薬価：149.00 円 

5−FU 注 1000mg 

（協和キリン） 

薬価：905.00 円 

フルオロウラシル注 1000mg「トーワ」 

（東和薬品） 

薬価：549.00 円 

 

４．限定採用薬に関する医薬品情報の提供 
3 月新規の限定採用薬基本情報                                           
 

１）＜ボックスゾゴ皮下注用 0.56mg＞ 

１ 一般名 ボソリチド（遺伝子組換え） 

２ 薬効分類名 軟骨無形成症治療薬 

３ 適応症 骨端線閉鎖を伴わない軟骨無形成症 

４ 用法・用量 

通常、ボソリチド（遺伝子組換え）として、2 歳以上の患者には

15μg/kg を、2 歳未満の患者には 30μg/kg を 1 日 1 回、皮下注射

する。ただし、1 回投与量は 1mg を超えないこと。 

５ 禁忌 
（次の患者には投与しないこと） 

本剤の成分に対し過敏症のある患者 

７ 使用部署(診療科) 院外（小児科） 

８ 製薬会社 BioMarin Pharmaceutical Japan 

９ 薬価 124,241.00 円 

 

２）＜ユベラ軟膏＞ 

１ 一般名 ビタミンＥ・Ａ製剤 

２ 薬効分類名 外用ビタミンＥ・Ａ剤 

３ 適応症 
凍瘡、進行性指掌角皮症、尋常性魚鱗癬、毛孔性苔癬、単純性粃

糠疹、掌蹠角化症 

４ 用法・用量 通常１日１〜数回適量を患部に塗布する。 

７ 使用部署(診療科) 院外（皮膚科） 

８ 製薬会社 エーザイ 

９ 薬価 2.90 円/g 162.40 円/本 
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５．適応追加（2023/2/17-3/16） 

１）アメナリーフ錠 200mg 

再発性の単純疱疹 を追加 

２）カロナール錠 200 ㎎,500 ㎎ 

下記の疾患並びに症状の鎮痛        

頭痛、耳痛、症候性神経痛、腰痛症、筋肉痛、打撲痛、捻挫痛、月経痛、分娩後痛、がんによる

疼痛、歯痛、歯科治療後の疼痛、変形性関節症 

            ↓ 

      各種疾患及び症状における鎮痛 に変更 

３）プレセデックス静注液 200μg/50mL シリンジ「ファイザー」 

集中治療における人工呼吸中及び離脱後の鎮静 

局所麻酔下における非挿管での手術及び処置時の鎮静 

          ↓ 

集中治療における人工呼吸中及び離脱後の鎮静 

成人の局所麻酔下における非挿管での手術及び処置時の鎮静 

小児の非挿管での非侵襲的な処置及び検査時の鎮静 に変更 

４）ウログラフイン注 60% 

逆行性尿路造影,関節撮影 削除 

内視鏡的逆行性膵胆管撮影,経皮経肝胆道撮影 に変更 

５）リンヴォック錠 15 ㎎，30 ㎎，45 ㎎ 

X 線基準を満たさない体軸性脊椎関節炎 を追加 

６）イムブルビカカプセル 140 ㎎ 

再発又は難治性のマントル細胞リンパ腫 

           ↓ 

マントル細胞リンパ腫 に変更 

 

６．医薬品添付文書の改訂 （ＤＳＵ No.315 より） 
★：警告、◎：投与禁忌、併用禁忌、○：重要な基本的注意、重大な副作用 

 

１）バイエッタ皮下注ペン（アストラゼネカ） 

○：重要な基本情報（追記） 

胆石症、胆嚢炎、胆管炎又は胆汁うっ滞性黄疸が発現するおそれがあるので、腹痛等の 

腹部症状がみられた場合には、必要に応じて画像検査等による原因精査を考慮するな 

ど、適切に対応すること。 

○：重大な副作用（追記） 

胆嚢炎、胆管炎、胆汁うっ滞性黄疸 
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２）リベルサス錠（ノボノルディスクファーマ） 

○：重要な基本情報（追記） 

胆石症、胆嚢炎、胆管炎又は胆汁うっ滞性黄疸が発現するおそれがあるので、腹痛等の 

腹部症状がみられた場合には、必要に応じて画像検査等による原因精査を考慮するな 

ど、適切に対応すること。 

○：重大な副作用（追記） 

胆嚢炎、胆管炎、胆汁うっ滞性黄疸 

 

３）トルリシティ皮下注アテオス（日本イーライリリー） 

○：重要な基本情報（追記） 

胆石症、胆嚢炎、胆管炎又は胆汁うっ滞性黄疸が発現するおそれがあるので、腹痛等の 

腹部症状がみられた場合には、必要に応じて画像検査等による原因精査を考慮するな 

ど、適切に対応すること。 

○：重大な副作用（追記） 

胆嚢炎、胆管炎、胆汁うっ滞性黄疸 

 

４）リキスミア皮下注（サノフィ） 

○：重要な基本情報（追記） 

胆石症、胆嚢炎、胆管炎又は胆汁うっ滞性黄疸が発現するおそれがあるので、腹痛等の 

腹部症状がみられた場合には、必要に応じて画像検査等による原因精査を考慮するな 

ど、適切に対応すること。 

○：重大な副作用（追記） 

胆嚢炎、胆管炎、胆汁うっ滞性黄疸 

 

５）ビクトーザ皮下注（ノボノルディスクファーマ） 

○：重要な基本情報（追記） 

胆石症、胆嚢炎、胆管炎又は胆汁うっ滞性黄疸が発現するおそれがあるので、腹痛等の 

腹部症状がみられた場合には、必要に応じて画像検査等による原因精査を考慮するな 

ど、適切に対応すること。 

○：重大な副作用（追記） 

胆嚢炎、胆管炎、胆汁うっ滞性黄疸 

 

６）ゾルトファイ配合注フレックスタッチ（ノボノルディスクファーマ） 

○：重要な基本情報（追記） 

胆石症、胆嚢炎、胆管炎又は胆汁うっ滞性黄疸が発現するおそれがあるので、腹痛等の 

腹部症状がみられた場合には、必要に応じて画像検査等による原因精査を考慮するな 

ど、適切に対応すること。 

○：重大な副作用（追記） 

胆嚢炎、胆管炎、胆汁うっ滞性黄疸 
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７）タゾピペ配合静注用「明治」（MeijiSeika ファルマ） 

○：重大な副作用（追記） 

血球貪食性リンパ組織球症（血球貪食症候群）： 

発熱、発疹、神経症状、脾腫、リンパ節腫脹、血球減少、LDH 上昇、高フェリチン血症、 

高トリグリセリド血症、肝機能障害、血液凝固障害等の異常が認められた場合には、投 

与を中止し、適切な処置を行うこと。 
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７．医薬品・医療機器等安全性情報 
オーダリング端末の病院情報システムにログイン後、「医薬品情報」内のフォルダ「安全性情報」に

格納していますので、ご覧下さい。医薬品・医療機器等安全性情報 （No.399 2023 年 3 月） 
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８．医療安全情報 
医療安全情報（No.196 2023 年 3 月）【2022 年に提供した医療安全情報】が、日本医療機能評価機構

より、出されました。同情報は、オーダ端末にログイン後、［医薬品情報］＞フォルダ［緊急安全性

情報ほか］に格納していますので、ご覧下さい。 
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９．使用期限間近の医薬品リスト       (2023 年 3 月現在)    

年 月 医薬品名 個数 薬価 
在庫 

金額 

年間 

使用量 

5 

4 

ストロメクトール錠３ｍｇ 10 632.9 6,329 0 

ｾﾌｶﾍﾟﾝﾋﾟﾎﾞｷｼﾙ塩酸塩細粒小児用１０％｢ﾄｰﾜ｣ 2.1 8,250 17,325 0.6 

ドレニゾンテープ４μｇ／ｃｍ２ 40 64.5 2,580 10 

ソルコーテフ注 500ｍｇ 3 1,158 3,474 23 

ネオフィリン注２５０ｍｇ 5 94 470 13 

ハイスコ皮下注０．５ｍｇ 17 60 1,020 0 

ピラマイド原末 0.2 3,070 614 0 

ラスビック錠７５ｍｇ 57 334.5 19,067 18 

5 

クリンダマイシン注 300ｍｇ 61 272 16,592 150 

ドパストン散 0.6 5,450 3,270 0.01 

フラグミン注 5000 単位 13 719 9,347 1 

プロゲデポー筋注１２５ｍｇ 3 180 540 0 

メチルエルゴメトリンマレイン酸塩注 0.2ｍｇ 2 59 118 5 

ラボナ錠 50mg 93 8.9 828 0 

6 

エンシュア・Ｈ バナナ 16 230 3,680 70 

エンシュア・Ｈ メロン 21 230 4,830 141 

アトロピン注０．０５％シリンジ「テルモ」 4 143 572 407 

カフェイン水和物原末「マルイシ」 0.9 242.5 218 0 

乾燥弱毒生風しんワクチン「タケダ」 1 2,600 2,600 2 

セフジトレンピボキシル錠１００ｍｇ｢ﾄｰﾜ｣ 100 37.7 3,770 228 

ゾーミッグＲＭ錠２．５ｍｇ 14 574.2 8,039 3 

デスモプレシン注４協和 9 1,582 14,238 3 

トリプタノール錠２５ 16 9.8 157 0 

ＰＬ配合顆粒 81 6.5 527 220 

ファスティック錠９０ 28 32.5 910 0 

ミダフレッサ静注０．１％ 4 3,372 13,488 6 

ロペラミド小児用細粒０．０５％ 0.1 1,090 109 1.6 

処方可能な薬剤がございましたらご協力お願いいたします 
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１０．医薬品情報 吸入薬の補助器具について 

気管支喘息や慢性閉塞性肺疾患(COPD)は、慢性気管支炎症疾患であり治療薬による長期的なコントロ

ールが必要になります。これらの疾患の主体として使用される吸入薬は、薬剤を直接局所(主に下気道)

に到達させることができるため、効果の速効性が期待でき、内服薬と比較して副作用が少ないことが特

徴です。吸入薬には様々な種類があり操作方法が異なるため、患者ごとに適切なデバイス選択や補助器

具を使って正しく吸入することが重要です。 

今回、当院採用の吸入薬に適合する補助器具の特徴についてまとめましたのでご参照ください。 

 

表１．当院採用吸入薬の補助器具とその特徴  

種類 当院採用薬 補助器具 特徴 

（
加
圧
式
定
量
噴
霧
吸
入
器
） 

ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｉ 

メプチンキッドエアーⓇ 5µg メプチンポケットスペーサー 高齢者や小児で噴霧のタイミングに合わせ

て薬を吸い込む動作が難しい場合に、確実

に吸入することを補助する。 

 

※ エアロチャンバー･プラス 

  ・小児用マスクタイプ(1～5 歳) 

  ・マウスピースタイプ(5 歳～ ) 

  は、当院ローソンにて購入可能 

サルタノールⓇインヘラー 

ビレーズトリⓇエアロスフィアⓇ 

フルタイドⓇ50µg エアゾール 

フルティフォームⓇ125 エアゾール 

メプチンキッドエアーⓇ 5µg 

スペーサー 

（エアロチャンバー） 

サルタノールⓇインヘラー100µg 

フルタイドⓇ50µg エアゾール 
ヘラーエイド 

 手指の力が低下している方や、手がしびれ

てうまくボタンを押すことが難しい方でも

吸入器のボタンを楽に押すことができる。 

 

 

カウンター拡大レンズはカウンターの数字

部分を大きく見えやすくし、視力が低下し

ている方を補助することができる。 

フルティフォームⓇ125 エアゾール フルプッシュⓇ 

ビレーズトリⓇエアロスフィアⓇ プッシュサポーター 

メプチンキッドエアーⓇ 5µg メップレップ 

カウンター拡大レンズ 

 

 

（
ド
ラ
イ
パ
ウ
ダ
ー
吸
入
器
） 

Ｄ
Ｐ
Ｉ 

シムビコートⓇタービュヘイラーⓇ 

パルミコートⓇ200µg タービュ 

ヘイラーⓇ 

グリップサポーター 

 

 

タービュヘイラーのグリップに取り付け、

グリップを回しやすくする。 

グリップを回す順番・方向も表示されてい

てわかりやすい。 

（
ソ
フ
ト
ミ
ス
ト
吸
入
器
） 

Ｓ
Ｍ
Ｉ 

スピオルトⓇレスピマットⓇ 

スピリーバⓇ2.5µg レスピマットⓇ 

回転君 

 

 

手指の力が低下している方、手がしびれて

うまく回すことが難しい方でもレスピマッ

トの底に取り付けることで回転操作を簡単

に行うことができる。 

【参考文献】株式会社アムコ,キョーリン製薬 医療関係者向け情報,日経メディカル,Boehringer Ingelheim 

本件の問い合わせ：薬剤部・医薬品情報管理室 




